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＜地区委員会事業＞

第２２回子どもの主張発表大会開催

平成２３年１１月２０日（日）、第２２

回子どもの主張発表大会が南大井文化セン

ターにおいて午後２時より開催されました。

今年は、テーマに「今、私にできること」

を加え、子ども達の夢や希望を作文にして

頂きました。

参加は、大井第一地区管内の小学校４校・

中学校２校の生徒で、応募者７５名の中か

ら１２名の作品が選ばれました。

内容は、特に３月１１日に発生した、東

日本大震災についての作文が多かったです。

初めて体験した大地震の恐怖や東北の大津

【小学生の部】
目指せっ！！立派な先生

立会小学校４年 荒井 咲耶

人の役に立つ仕事をしたい

鮫浜小学校４年 林 真奈香

視覚障害者用誘導ブロック

浜川小学校５年 齋藤 菜月

１００年後の地球を守るために

立会小学校５年 田中 花向

感謝

鈴ヶ森小学校６年 伊藤 舞

無駄をなくそう

鮫浜小学校６年 原 敦海

東日本大震災で知ったこと

浜川小学校６年 伊藤 帆南

「夢に向かって 今、できる事」

鈴ヶ森小学校６年 森 大輔

波の後の悲惨な光景は、子ども達の心にも、

衝撃的なものだったようです。被災地へ向

けて何ができるかを考えたり、人を思いや

るやさしい心が伝わってきました。

将来の自分の夢に向かって頑張っている

子には、ぜひ夢を叶えて欲しいと思います。

当日の発表者の皆さんは、少し緊張して

いたようですが、りっぱに主張されていま

した。

発表者の皆さん、おめでとうございまし

た。そして、御協力いただいた各学校の先

生方、ありがとうございました。

発表者は、下記の皆さんでした。

【中学生の部】
世界陸上

浜川中学校８年 伊藤 有花

命のピンチ

鈴ヶ森中学校８年 長澤 栞

夢の実現のために

浜川中学校８年 山本 智佳

人と人のつながり

鈴ヶ森中学校８年 萬谷 ｿﾌｨｱﾏﾗﾝ
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２

＜事業紹介＞

いきいきうんどう教室参加者募集！！

品川区の高齢者いきがい課では、鈴ヶ森

公園（南大井４－１８－１４）において、

６５歳以上の区民を対象に、介護予防・仲

間づくりを目的とした屋外型運動教室「い

きいきうんどう教室」の参加者を募集して

います。

運動が初めての方や苦手な方でもできる

遊具を使ったやさしい運動ですので、ぜひ

体験してみてください。

地域トレーナーの指導の下、四季を感じ

ながら楽しく運動することで、自然と抵抗

力や免疫力が保持される安全な運動となっ

ています。

【開催日】原則第２・第４金曜日

午後２時～３時１５分

※雨天時は現地集合の上、南大井

シルバーセンターに移動します。

【参加費】無料

【問合せ・申込み】品川区役所

高齢者いきがい課 ℡５７４２－６７３３

冬空に響く火の用心の声、毎年参加者が

増加 東大井月見台町会より

「ほっとサロンゆうゆう」

大森駅前住宅自治会より

年の瀬押し迫る１２月２８日、２９日の二

日間にわたって、町会の最後の年間行事とな

る火災予防の「夜回り」を実施しました。

３年程前から、参加者が増え始め、２３年

度はのべ３３名（大人２３名・子ども１０名）

の方が「火の用心」の声と共に町会を練り歩

きました。

町会内にある大井消防署官舎の前を過ぎる

時には、一層声高らかに、一生懸命に拍子木

を鳴らす一団となります。

１日４回にわけての夜回りですが、１９時・

２０時の回には子ども達の姿も見られ、冬の

夜空の下に元気な声が響きます。慣れないう

ちは拍子木を上手に叩けなかった子どもが、

年々上達していく様子を見るのが年末の楽し

みというご家庭も

あるようです。

町内一周を終え

た後は、暖をとり

ながらお茶やお菓

子を囲んでしばし

の談笑。無事に１

年を過ごせたこと

への感謝が例年よ

り一層強く感じる

年となりました。

住民の高齢化により高齢者のみの世帯や一

人暮らしの方も増えている大森駅前住宅では、

〝見守り〟の重要性が叫ばれている。そこで

平成２０年度に品川区の助成を受け、モデル

地区に選ばれ「ほっとサロンゆうゆう」を開

始、〝孤独死ゼロ〟を目指している。

月２回の茶話会、その他手芸、パソコン、

書道、麻雀、体操と増え、いずれも団地内の

集会室で行うので気軽に参加でき、見守りに

も役立っている。特に体操など、ジムまで出

かける必要もなく体が動かせると好評。若い

人も参加し、指導も住民がボランティアで引

き受けているものもある。「ちょいボラ倶楽

部」ではパンク修理や電球交換などちょっと

した困り事に対応。気兼ねなく頼めるよう、

１回200円としている。ＮＰＯとの協力で

「わたしの安心のーと」の配布も行った。

会場の設営や敷物、後片付け、会の運営は

自治会の方々や民生委員、住民の有志による

男女がお手伝いしている。この活動がますま

す発展し継続していくように願っています。

〝段々と編目が揃ふ冬帽子〟 文責 宮川


